











5ヵ国 6大学、2014年度からは 5ヵ国 10大学に拡大）で「日本語教育」をキーワードと
した学生交流の展開は、各パートナーの大学関係者の他、外部有識者で構成されている
「共同評価委員会」によって、グッドプラクティス（充実した教育実践活動）の状況を精
査し、より工夫されたプログラムの向上を目指している。
本企画は、こうした委員会に属するメンバーによって、ASEAN全体の日本語教育を俯
瞰するとともに、SENDの実践報告から「日本語教育による大学の世界展開力」を考察し、
日本語教育の 21世紀的スキルのひとつである ASEANリテラシーとは何かを、理論研究
の面からも考えるきっかけとすることを目的としている。SENDプログラムは、2014年
度、中間報告年度に当たるが、本企画は、これまでの実践の積み重ねを振り返る上で大き
な意味があり、日本語教育研究科の院生ならびに、日本語教育研究センターの SEND関
連科目を受講している早稲田大学の学部生、さらには、各パートナーの大学に在籍し、こ
の SENDプログラムに参加している学部、大学院生が、世界の日本語教育の動向を捉え
るきっかけとなる一例とした。これにより、日本語教育をキーワードとする「大学の世界
展開力」が、受け入れおよび送り出しのプログラムの中で、どのように実践が遂行されて
きたのか、また、その実践の過程で何が課題となっているのかを検証する目的も兼ねてい
る。さらに、早稲田側の担当者ならびに、2012年開始当時からのパートナー大学である 6
大学（パジャジャラン大学、チュラロンコン大学、タマサート大学、マラヤ大学、シンガ
ポール大学、デラサール大学）の担当者によって、SENDの理念や実践活動を論考として
記すことで、事業の実践の原点に立ち戻って振り返りながら、後半のプログラム実践に役
立てるという具体的な調査活動の一環とも位置づけている。
2012年当初からのSENDプログラムの評価委員会は、以下のメンバーで構成されている。
1　SURYADIMULYA AGUS SUHERMAN先生（パジャジャラン大学　人文科学部日本語学科）
2　CHIRASONBUTTI VORAVUDHI先生（チュラロンコン大学　文学部東洋言語学科）
3　PATCHARAPORN KAEWKITSADANG先生（タマサート大学　教養学部日本語学科）
ii
4　SUZANA ISMAIL BINTI先生（マラヤ大学　言語学部アジア・ヨーロッパ言語学科）
5　IZUMI WALKER先生（シンガポール大学　語学教育研究センター）
6　HIEIDA BERNADETTE SARMIENTO先生（デラサール大学　国際研究学部）
7　西原鈴子（国際交流基金　日本語国際センター）
8　川上郁雄（早稲田大学大学院　日本語教育研究科）
9　宮崎里司（早稲田大学大学院　日本語教育研究科）
この「大学の世界展開力強化事業」とは別に、2014年度には、文部科学省から、「スー
パーグローバル大学創成支援事業」の公募が開始された。これは、世界レベルの教育研究
を行うトップ大学や、先導的試行に挑戦し、日本の大学の国際化を牽引する大学など、徹
底した国際化と大学改革を断行する大学を重点支援し、高等教育の国際競争力を強化する
ことを目的としているものである。この構想の下、世界ランキングトップ 100を目指す力
のある大学を支援するトップ型（タイプ A）には、早稲田を含む 13校が選出され、一方、
これまでの取組実績を基に更に先導的試行に挑戦し、我が国社会のグローバル化を牽引
する大学を支援するグローバル化牽引型（タイプ B）には、24校が選ばれた（2014年 9
月 26日）。「大学の世界展開力強化事業」と「スーパーグローバル大学創成支援事業」は、
相互に関連しあっており、とくに我々の SENDプログラムは、重層的・循環的人材育成
の観点から、大学のグローバル化に確実に寄与するものであると確信している。
この SENDプログラムは、2016年度で 5年間の期限が終了するが、ASEANの大学と受
け入れおよび送り出し合わせて、250人以上の学部生ならびに大学院生が交流することに
なっている。このプログラムを通し、参加する関係者（大学院、学部生、ならびに関係す
る教職員）がどのように ASEANリテラシーを醸成するのか、その責任は、プログラム担
当者にも、大きく委ねられている。
